
   ■ 伝承毛鉤に使われている釣針のタイプ  - 1

Sode (袖) 47

Masu  (マス) 11

Kitsune (キツネ) 9

Maruseigo (丸セイゴ) 7

Iseama (伊勢尼) 3

Kaizu (海津) 3

Akitasode (秋田袖) 2

Kukinaga (クキナガ) 1

Ayu-Yajima (鮎矢島) 1

Ayu-Kitsune (鮎キツネ) 2

Total (合計) 86

伝承毛鉤で良く使われている釣針の形状は、① 袖の8-11号、② マスの6-7号、③ キツネの7-12号、④ 丸セイゴ（角セイゴを含む）の7-9号、⑤ 伊勢尼の6-7号、

その他に、海津の14号、秋田袖の11-12号、クキナガ（丸海津8号にヒネリを加えた形状）などがあります。また、鮎の掛け鉤も使われています。

釣針の形は、伝承毛鉤の特徴を決定する最も重要な要素の1つです。代表的なものが袖型と呼ばれるものと、キツネ型という２種類で、その他には、マス、丸セイゴ

もよく使われています。伝承毛鉤はそれぞれの土地で長年改良され使われてきた「釣れる鉤」です。

工夫をして新しい毛鉤を創造するのも楽しいけれど、ぜひ伝承毛鉤による釣りも楽しんでください。その時、きっと何か新しい発見があると思います。
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   ■ 伝承毛鉤に使われている釣針のタイプ  - 2

Sode (袖) Kakuseigo (角セイゴ)

着物の袖の形をしているのでついた名称です。 丸セイゴとほぼ同じような特徴を持つ、フトコロが角張った形状の針です。

フライフィッシングでもこのタイプのリマリック（Limerick Bend）や いろいろな釣りに使える針で、古くは「三浦セイゴ」とも呼ばれていました。

スプロート（Sproat Bend）の針が良く使われています。 スズキ、マゴチ、ヒラメ、淡水のマス、鯉などに使われています。

掛かりがいいように四角く鈎先が直線上に真上を向いているのが特長です。

数多くの魚に使える万能型の釣り針で特に川釣りで多く使われ、

針先が鋭く形状の長めなヤマメ針などがあります。

海ではアジ、サヨリ、ハゼ、メバル釣りなどによく使われます。

Masu  (マス) Iseama (伊勢尼)

丸セイゴに似た形状で、針掛かりし易く、バラシにくい、 懐が深く針掛かりが良い。軸が短いので食い込みが良い針です。
細地のヒネリ付の針です。 イセアマ、アブミ、チヌ、グレ、イシダイ、クエ針などがこのタイプです。
この針は古くからあったとは思えませんが、よく使われています。 また、重みがあるので沈める毛鉤には向いていると思います。

Kitsune (キツネ) Kaizu (海津)

狐の顔のように形がとがっているためついた名称です。 海津はクロダイ、チヌの別称です。
フトコロが狭く、口に入りやすいため、針がかりが良いと言われています。 腰がくの字に曲がり、鈎先はチモトを向いています。
カワハギ、キス釣りなどに使われます。 根掛かりが少なく、クロダイ、メバル、カサゴ釣りに使われます。

Akita Kitsune (秋田キツネ) Akitasode (秋田袖)

渓流釣りでヤマメ（アマゴ）などを釣るために作られた針です。 掛かり易く、掛かった魚をバラシにくい鈎先のヒネリが最大の特徴です。

この針も伝承毛鉤には良く使われています。 海川問わず、様々な釣りに使われています。

荒川エリアの毛鉤にはキツネの12号が使われているとされていますが、

それはあまりにも大きすぎるので、それは秋田キツネの12号ではないか

と思っています。

Maruseigo (丸セイゴ) Kukinaga (クキナガ)

形状はマス針によく似ています。フトコロが狭く針先がわずかに内を向いて これはダブルハックルで知られる盛岡毛鉤に使われています。
いるので針掛かりし易く、バラシにくく、根掛かりしにくい針です。 今日では、同じ針は見つからないので、MARUTOの丸海津８号にヒネリを

これは海釣り用に作られた釣針で、セイゴ、イサキ、カレイなど底物や 加えて巻いています。

投げ釣りで使用されるヒネリ付きの針です。軸は平打になっていて縦方向

に強度があり、マス針より丈夫であると思えます。
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   ■ 伝承毛鉤に使われている釣針のサイズ比較

5mm
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■ 全て８号サイズ 

 <日本の釣針の特徴> 

1. 日本の釣針は西洋式のフライフックとは逆に、数字が多くなるほど 

    大きくなります。 

2. 同じ号数でも種類によって大きさが異なります。 

    それは対象魚の口のサイズや餌の大きさを基準に決められています。 

    また昔は、大きさの基準が「関東では重量、関西では長さ」と 

    異なっていました。 

3. 魚が掛かり易くバラシにくいため、ヒネリがあるものも多くあります。 


